
天の川が流れる街

広
報

Photo：朝の登校風景（平成２４年４月１２日撮影）

1. 健康で明るく、しごとにはげみ、住みよい町をつくりましよう。
2.生産のくふうにつとめ、力を合わせ、豊かな町をつくりましよう。
3.きまりを守り、環境をととのえ、美しい町をつくりましよう。
4.自然を愛し、文化を育て、希望にみちた町をつくりましよう。
5. 老人をうやまい、子供の夢をのばし、楽しい町をつくりましよう。

上ノ国町民憲章（昭和47年８月14日制定）

わたくしたちは、北海道夜明けの地にいきる上ノ国町民であるこ
とに誇りをもち、祖先の偉業を受けつぎ、恵まれた大自然を愛し、
町民一人ひとりが自覚と責任をもつて、調和のある明るい町づく
りにつとめます。

Photo：まちと天の川（６月１９日撮影）
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平成２６年度町政執行方針

地上１００メートル！？からの眺望
～まちの中心と天の川を望む～

（勝山地区（標高２００メートル）にある風力発電施設頂上部から撮影）



　
私
は
、
去
る
五
月
二
十
日
に
告
示
さ
れ
ま

し
た
、
上
ノ
国
町
長
選
挙
に
お
い
て
、
四
度

目
の
立
候
補
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と

こ
ろ
、
町
民
皆
様
に
は
現
下
の
厳
し
い
社
会

情
勢
を
鑑
み
ら
れ
、
無
投
票
と
い
う
身
に
余

る
特
段
の
ご
支
持
を
賜
り
、
悠
久
の
歴
史
と

伝
統
に
輝
く
上
ノ
国
町
の
町
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
町
政
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
四
期
目
の
町
政
執
行
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
こ
の
町
民
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し
た
ご
支

持
を
、
私
に
対
す
る
強
い
叱
咤
激
励
と
真
摯

に
受
け
と
め
、
今
後
に
お
け
る
町
政
推
進
の

基
本
的
な
理
念
を
「
町
づ
く
り
は
人
づ
く

り
」
と
し
て
掲
げ
る
と
と
も
に
、「
輝
く
ま

ち
　
わ
た
し
た
ち
の
上
ノ
国
」
と
い
う
将

来
像
を
目
指
し
て
、
激
動
す
る
社
会
の
荒
波

に
柔
軟
且
つ
迅
速
に
対
応
可
能
な
産
業
基
盤

の
確
か
な
町
を
目
標
に
、
全
身
全
霊
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
参
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
平
成
十
四
年
に
、
町
民
皆
様

の
特
段
の
ご
意
志
に
よ
り
ま
し
て
、
町
政
を

担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
て
か

ら
今
日
ま
で
、
一
貫
し
て
私
自
身
の
基
本

姿
勢
と
し
て
、
私
達
町
民
一
人
ひ
と
り

が
現
状
を
自
覚
し
、
そ
し
て
一
人
ひ
と
り

が
こ
の
町
を
変
え
る
と
い
う
意
思
を
表

し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
て
、

町
政
を
執
行
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
上
ノ
国
町
の
基
本
的
な
課
題
は
、
何
よ
り

も
ま
ず
、
国
全
体
の
深
刻
な
環
境
を
受
け
、

厳
し
い
行
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
現
状
を
ど
う
乗
り
越
え
、
閉
塞
状
況
に

陥
っ
て
い
る
町
の
社
会
経
済
に
ど
う
突
破
口

を
見
出
す
か
、
そ
し
て
予
測
さ
れ
な
い
様
々

な
変
化
に
柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な
る
足
腰

の
強
い
町
を
ど
う
創
り
上
げ
る
か
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
十
七
年
度
を
初
年
度
と

す
る
五
年
間
の
行
財
政
改
革（
自
立
プ
ラ
ン
）

を
策
定
し
て
、
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に
実
行

し
た
結
果
、
財
政
運
営
の
良
好
な
町
と
し
て

全
道
で
上
位
に
位
置
す
る
と
こ
ろ
ま
で
回
復

改
善
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
偏
に
議
会
を
始
め
町
民
皆
様
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
、
改
め
て
衷
心
よ

り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
産
業
基
盤
の
強
化
に
つ

い
て
は
残
念
な
が
ら
達
成
で
き
て
い
な
い
状

況
に
あ
り
、本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・

漁
業
の
活
性
化
と
雇
用
を
支
え
て
い
る
商
工

業
の
振
興
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
本
年
五
月
「
日
本
創

成
会
議
人
口
減
少
問
題
検
討
分
科
会
」
よ

り
、
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。

　
二
千
十
年
か
ら
の
三
十
年
間
で
二
十
歳
か

ら
三
十
歳
代
の
女
性
が
半
減
す
る
自
治
体

が
、
全
国
で
八
百
九
十
六
市
区
町
村
、
道
内

で
は
百
四
十
七
市
町
村
に
達
し
、
こ
れ
ら
の

自
治
体
は
出
生
率
が
上
昇
し
て
も
人
口
が
増

え
ず
、
将
来
的
に
自
治
体
を
維
持
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
上
ノ
国
町
は
、
四
百
三
十
四
人
か
ら

九
十
七
人
と
七
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少

率
、
全
国
約
千
七
百
市
町
村
の
な
か
で

四
十
八
番
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
人
口
も
五
千
四
百
二
十
八
人
か

ら
千
九
百
八
十
八
人
と
大
幅
な
人
口
減
少
の

推
計
で
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
発
表
は
大
変
な
驚
き
で
あ
り
、
改
め

て
危
機
感
を
持
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私
は
、「（
仮
称
）
子

育
て
支
援
対
策
基
金
」
を
新
設
し
、
保
育
料

の
無
料
化
、
小
・
中
学
校
の
給
食
費
無
料
化

等
、
子
育
て
世
代
を
支
援
す
る
施
策
を
大
胆

に
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
若
者
が
子
育
て
し
な
が
ら
生
活

で
き
る
状
況
を
つ
く
る
た
め
、
産
業
基
盤
の

強
化
を
念
頭
に
置
き
、
農
林
漁
業
・
商
工
業

振
興
の
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
、
安

全
安
心
な
町
づ
く
り
の
た
め
、
第
五
次
上
ノ

国
町
総
合
計
画
で
示
さ
れ
た
基
本
理
念
を
行

政
推
進
の
基
軸
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
ま
で
の

基
本
的
な
姿
勢
を
堅
持
し
つ
つ
、
今
後
の
町

政
執
行
に
当
た
っ
て
参
り
ま
す
。

　
以
下
、
基
本
目
標
別
に
そ
の
施
策
大
要
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
工
藤
昇
町
長
は
、
四
期
目
の
町
政
執
行
に
あ
た
り
、
平
成
二
十
六
年
第
二
回
上
ノ
国
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。（
内
容
を
一
部
要
約
し
て
お
り
ま
す
。）

平
成　

年
度　

町
政
執
行
方
針
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は
じ
め
に

第５次上ノ国町総合計画基本目標
1. 創意工夫で地域の活力を起こす産業交流のまちづくり

2. だれもが安心して生涯健やかに暮らせるまち

3. 自然と共生し美しくゆとりある安全安心のまち

4. 自ら学び地域とともに人を育む教育文化のまち

5. 語らいとふれあいが実感できる参画協働のまち

2２０１４年７月号



① 
農
業
の
振
興

　
本
町
の
特
性
を
活
か
し
た
作
物
の
産
地

化
を
推
進
し
、
付
加
価
値
の
高
い
農
産
品

作
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
地
の
流

動
化
と
集
団
化
な
ど
効
率
的
な
利
用
を
図

り
、
担
い
手
の
確
保
と
育
成
、
生
産
基
盤

の
整
備
な
ど
を
進
め
、
持
続
可
能
な
農
業

を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
農
業
後
継
者
等
支
援
、
土

づ
く
り
推
進
、
ほ
場
改
良
、
生
産
・
加
工

投
資
資
材
等
補
助
、
生
産
力
向
上
技
術
支

援
、
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
連
作
障
害
対
策
等
、

具
体
的
な
施
策
を
展
開
し
農
業
生
産
基
盤

の
確
立
を
図
り
ま
す
。

② 

林
業
の
振
興

　
計
画
的
な
森
林
整
備
の
推
進
及
び
保
全

に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
有
林
の
整
備
、

民
有
林
整
備
支
援
を
充
実
・
拡
充
し
た
施

策
を
展
開
し
計
画
的
な
森
林
施
業
を
促
進

し
ま
す
。

③ 

水
産
業
の
振
興

  

数
年
来
の
不
漁
に
よ
り
低
迷
し
て
お
り

ま
す
が
、
活
力
あ
る
水
産
業
の
確
立
に
向

け
て
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
対
策
、
漁

業
基
盤
の
整
備
、
水
産
資
源
の
確
保
や
冷

却
水
槽
等
畜
養
施
設
を
整
備
し
、
地
域
の

水
産
物
の
流
通
を
有
利
に
展
開
し
た
ブ
ラ

ン
ド
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
沿
岸
漁
業
特
別
対
策
事
業
で
は
、
こ
れ

ま
で
推
進
し
て
き
た
、
漁
業
後
継
者
育
成

対
策
・
漁
場
調
査
・
実
入
り
不
良
ウ
ニ
移

植
事
業
を
継
続
実
施
し
、
前
浜
資
源
の
増

大
に
よ
り
漁
家
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た

め
、
ナ
マ
コ
種
苗
放
流
、
ウ
ニ
の
放
流
及

び
ア
ワ
ビ
種
苗
の
放
流
を
積
極
的
に
展
開

し
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
者
自
ら
が
加
工
・
販
売
す

る
こ
と
を
推
進
す
る
た
め
地
場
水
産
物
加

工
流
通
施
設
整
備
へ
の
助
成
及
び
漁
網
・

漁
具
整
備
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
栽
培
漁
業
総
合
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
た
ニ
シ
ン
種
苗
の
生
産
と
放
流

等
、
具
体
的
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

④ 

商
工
業
の
振
興
　

　
商
工
会
と
連
携
し
て
魅
力
あ
る
商
業
環

境
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
雇
用
の
場
の
確
保
に
向
け
、
既
存
企
業

の
体
質
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
中
小
企
業
者
設
備
投
資
促

進
の
た
め
大
胆
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
具

体
的
な
施
策
と
し
て
、
中
小
企
業
者
設
備

投
資
へ
の
補
助
、商
工
業
活
動
へ
の
支
援
、

特
産
品
開
発
、
商
工
振
興
事
業
等
へ
の
支

援
を
し
て
参
り
ま
す
。

⑤ 

観
光
の
振
興

　
二
千
十
五
年
度
北
海
道
新
幹
線
が
開
業

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
拡
大
す
る
交
流
人
口

の
取
り
込
み
と
地
域
活
性
化
に
向
け
、
多

様
化
、
高
度
化
す
る
観
光
・
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
多
面
的
な
取
り

組
み
を
一
体
的
に
推
進
し
、
観
光
・
交
流

機
能
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
交
流
人
口
の
増
大
と
地
場

産
品
販
売
の
拡
大
を
図
る
た
め
、「
道
の

駅
」
も
ん
じ
ゅ
の
積
極
的
な
活
用
と
、
観

光
団
体
育
成
・
支
援
事
業
等
、
広
域
観
光

体
制
の
充
実
を
図
り
、
町
内
産
品
と
観
光

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
道
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
積

極
的
に
参
加
し
ま
す
。

⑥ 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

　
本
年
三
月
三
十
一
日
、
民
間
に
よ
る
大

規
模
な
風
力
発
電
所
が
完
成
し
、
稼
働
し

て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
栽
培
漁
業
総
合
セ
ン

タ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
平
成
十
年

十
二
月
よ
り
稼
働
し
た
町
の
風
力
発
電
所

は
、
九
月
末
で
運
転
を
終
了
し
撤
去
い
た

し
ま
す
が
、
今
後
も
町
の
特
性
を
生
か
し

た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
、
新
た
な
利

点
を
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
検
討
と

研
究
に
努
め
ま
す
。

創
意
工
夫
で
地
域
の
活
力
を

起
こ
す
産
業
交
流
の
ま
ち
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① 
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
す
べ
て
の
住
民
が
健
康
で
元
気
に
暮
ら

せ
る
よ
う
、「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
こ
と
を
基
本
と
し
、
健
診
や
各
種
保
健

事
業
の
充
実
と
と
も
に
、
地
域
・
行
政
・

医
療
機
関
な
ど
が
連
携
し
た
健
康
に
関
す

る
教
育
・
指
導
・
相
談
な
ど
の
体
制
を
整

え
、
住
民
が
主
体
と
な
る
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
健
康
づ
く
り
意
識
の
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
へ

の
助
成
、
特
定
健
康
診
査
と
が
ん
検
診
の

充
実
、
母
子
保
健
活
動
事
業
の
推
進
、
精

神
保
健
対
策
を
行
い
ま
す
。

② 

地
域
医
療
の
充
実

　
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
、
多
様
化
に
対

応
し
、
地
域
で
安
心
な
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
二
次
医
療
機
関
と
連
携
し
た
医

療
体
制
を
つ
く
り
、
町
立
診
療
所
の
医
療

施
設
整
備
及
び
救
急
医
療
体
制
を
充
実
強

化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
道
南
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
平
成

二
十
六
年
度
中
に
運
航
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
ま
す
の
で
、
地
域
医
療
と
連
携
し
た
運

行
を
推
進
し
ま
す
。

 

③ 

子
育
て
支
援
の
充
実

　
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
は
じ
め
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
特
定
不
妊

治
療
へ
の
助
成
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
に
関
す
る
学
習
や
交
流
を
通
じ
て
家

庭
の
育
児
能
力
を
高
め
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
新
た
な
施
策
と
し
て
、

「（
仮
称
）
子
育
て
支
援
対
策
基
金
」
を
創

り
、
保
育
料
の
無
料
化
を
始
め
と
し
た
子

育
て
支
援
を
大
胆
に
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
高
校
生
ま
で
医
療
費
無
料

の
乳
幼
児
等
医
療
費
支
給
事
業
、
母
子
保

健
事
業
等
を
引
き
続
き
実
施
し
、
子
育
て
・

要
保
護
児
童
支
援
の
充
実
を
図
り
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
や
保
育
所
の
あ
り

方
を
検
討
し
、
子
育
て
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

④ 

高
齢
者
・
障
が
い
者福祉

の
充
実
　

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
社
会
参
加
や
在
宅

生
活
へ
の
支
援
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

障
が
い
者
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
自

立
し
た
生
活
が
出
来
る
よ
う
、
相
談
支
援

事
業
所
の
開
設
及
び
育
成
支
援
を
行
い
自

立
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
定
着
や
充
実
を
図
る

と
と
も
に
地
域
で
関
わ
り
合
え
る
社
会
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
、
さ
ら
に
檜
山
南
部

四
町
の
広
域
事
業
所
で
あ
る
子
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
を
充
実
さ
せ
、
啓
発
活
動

等
を
実
施
し
ま
す
。

⑤ 

地
域
福
祉
の
充
実

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
せ
る

環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
を
中
心
と
し
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
と
の
連
携
を
密
に
し
、
地
域
も
交
え

た
福
祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
普

及
さ
せ
、
社
会
福
祉
協
議
会
・
民
生
委
員

等
の
活
動
を
支
援
し
、
地
域
福
祉
の
充
実

を
推
進
し
ま
す
。

だ
れ
も
が
安
心
し
て
生
涯

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
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① 
防
災
対
策
の
推
進

　
自
然
災
害
か
ら
の
安
全
確
保
に
向
け
、

防
災
施
設
の
整
備
な
ど
地
域
防
災
の
体
制

強
化
、
海
岸
・
河
川
の
保
全
、
治
山
事
業

の
推
進
に
努
め
、
豊
か
な
自
然
を
大
切
な

財
産
と
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
総
合
的

な
防
災
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、地
域
で
の
防
災
力
の
強
化
、

災
害
時
要
援
護
者
対
策
の
充
実
、
津
波
に

対
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
防

災
計
画
の
変
更
、
避
難
路
の
整
備
等
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
防
災
対
策
を
推
進

し
ま
す
。

② 

安
全
・
安
心
な

環
境
づ
く
り
の
推
進
　

　
本
年
四
月
二
十
五
日
で
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
連
続
二
千
日
を
達
成
し
ま
し
た
が
、
身

近
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
消
防
体
制

の
強
化
を
始
め
、
生
活
様
式
の
多
様
化
に

よ
る
犯
罪
や
事
故
の
な
い
地
域
防
犯
体
制

の
充
実
を
図
り
、
地
域
に
お
け
る
安
全
意

識
の
高
揚
と
、
住
民
の
暮
ら
し
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
常
備
消
防
・
救
急
体
制
を

充
実
し
、
消
防
団
の
活
性
化
、
火
災
予
防
・

初
期
消
火
・
救
急
救
命
に
関
す
る
知
識
の

普
及
、
防
犯
意
識
及
び
交
通
安
全
意
識
の

向
上
を
図
り
、
安
全
・
安
心
な
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

③ 

環
境
保
全
の
推
進 

　
ご
み
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
・
生

活
排
水
処
理
対
策
を
推
進
し
、
自
然
環
境

と
調
和
し
た
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の

形
成
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
住
民
が
生

涯
に
わ
た
っ
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
環
境
保
全
意
識
の
高
揚
、

ご
み
収
集
・
処
理
体
制
の
充
実
、
ご
み
減

量
化
・
循
環
型
社
会
形
成
へ
の
活
動
の
促

進
、
ご
み
の
不
法
投
棄
の
防
止
、
生
活
排

水
施
設
の
整
備
を
実
施
し
環
境
保
全
を
推

進
し
ま
す
。

④ 

生
活
環
境
の
整
備

　
調
和
の
と
れ
た
住
空
間
づ
く
り
を
目
指

し
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
適
応
し
た
住
み
や

す
く
耐
震
性
の
あ
る
住
宅
環
境
の
形
式
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
水
道
施
設
の
維
持

管
理
と
安
心
安
全
な
水
の
安
定
供
給
、
公

園
・
緑
地
の
適
正
な
管
理
な
ど
ゆ
と
り
あ

る
生
活
に
欠
か
せ
な
い
生
活
環
境
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、公
営
住
宅
の
整
備
、水
道
事

業
運
営
の
基
盤
強
化
、
公
園
・
緑
地
を
整

備
し
、
生
活
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

⑤ 

道
路
・
交
通
・
通
信
基
盤
の
充
実

　
町
内
地
域
間
の
安
全
性
・
利
便
性
の
向

上
に
向
け
た
町
内
道
路
網
の
計
画
的
な
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
住
民
の
身
近
な

公
共
交
通
機
関
の
充
実
を
進
め
ま
す
。

　
本
年
五
月
十
一
日
を
も
っ
て
Ｊ
Ｒ
江
差

線
が
廃
止
さ
れ
、
上
ノ
国
町
・
江
差
町
・

木
古
内
町
の
三
町
協
議
会
で
バ
ス
運
行
を

支
援
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
道
江
差
木

古
内
線
の
早
期
整
備
促
進
を
重
点
課
題
と

し
、
国
道
の
整
備
促
進
と
、
町
道
・
橋
梁

の
整
備
、
安
全
で
快
適
な
道
づ
く
り
を
推

進
し
、
情
報
通
信
基
盤
を
整
備
し
ま
す
。

自
然
と
共
生
し
美
し
く

ゆ
と
り
あ
る
安
全
安
心
の
ま
ち
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① 
学
校
教
育
の
推
進

　
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
力
の
向
上
や
豊

か
な
心
の
育
成
を
は
じ
め
、
国
際
化
・
情

報
化
な
ど
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
教
育

内
容
の
充
実
を
図
り
、特
色
の
あ
る
教
育
・

学
校
づ
く
り
を
進
め
、
子
育
て
支
援
対
策

と
学
校
教
育
推
進
の
た
め
、
小
中
学
校
の

給
食
費
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

② 

次
世
代
を
担
う人材

育
成
の
推
進
　

　「
教
育
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
、
ま
ち
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
地

域
の
特
色
に
富
ん
だ
体
験
活
動
や
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
を
図
り
、
心
豊
か
な
子
ど
も
た

ち
を
育
み
、
総
合
的
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に

富
ん
だ
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

③ 

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
推
進

　
上
ノ
国
町
民
体
育
館
が
昭
和
四
十
八
年

の
建
設
以
来
四
十
一
年
が
経
過
し
老
朽
化

が
進
ん
だ
た
め
、
上
ノ
国
町
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
、
す
べ
て
の
住
民
が
そ

れ
ぞ
れ
の
体
力
や
年
齢
に
応
じ
た
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
行
え
る
環
境
づ
く
り
と
と
も

に
、
住
民
主
体
の
芸
術
・
文
化
活
動
を
支

援
し
て
参
り
ま
す
。

④ 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
自
ら
を
高
め
、
豊
か
な
人
生
を
送

れ
る
よ
う
、
学
校
教
育
と
連
携
を
図
り
進

め
ま
す
。
　

⑤ 

地
域
文
化
の

保
存
・
伝
承
・
活
用
の
推
進
　

　
北
海
道
で
も
類
を
み
な
い
歴
史
、
文
化

遺
産
な
ど
の
文
化
財
施
設
を
整
備
し
、
文

化
財
の
保
存
と
活
用
を
図
り
地
域
文
化
の

保
存
・
伝
承
・
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

① 

住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

　
住
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責

任
を
持
っ
て
協
働
し
、
地
域
社
会
に
お
け

る
課
題
解
決
の
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
、

住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
広
報
・
広
聴
活
動
を
充
実

さ
せ
、情
報
公
開
を
推
進
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
へ
支
援
し
ま
す
。

② 

広
域
行
政
の
推
進

　
住
民
の
生
活
圏
の
広
域
化
に
対
応
す
る

た
め
、
そ
の
役
割
を
十
分
に
踏
ま
え
た
中

で
、
周
辺
市
町
と
の
連
携
を
強
化
し
、
効

果
的
な
広
域
行
政
推
進
し
ま
す
。

③ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

　
地
域
の
連
携
や
郷
土
意
識
の
継
承
に
よ

る
魅
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
に
向
け
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拡
充
と
活
性

化
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
を
高

揚
さ
せ
、
町
内
会
活
性
化
事
業
の
実
施
に

よ
り
町
内
会
活
動
の
活
性
化
を
推
進
し
ま

す
。

④ 

効
率
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営

　
財
政
の
健
全
化
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

的
向
上
、
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、住
民
に
信
頼
さ
れ
る
自
立
可
能
・

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
確
立
を
目
指

し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
行
政
改
革
及
び
健
全
な
財

政
運
営
を
し
、
効
果
的
な
職
員
研
修
の
実

施
に
よ
り
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、

効
率
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進
し

ま
す
。

　
以
上
、
平
成
二
十
六
年
度
以
降
四
期
目

の
町
政
執
行
に
臨
む
私
の
基
本
的
方
針
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
本
の
人
口
が
二
千
五
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
に
転
じ
、
全
国
的
に
過
疎
化
が
進
ん

で
お
り
、
上
ノ
国
町
も
急
激
に
進
ん
で
い

る
少
子
高
齢
化
と
過
疎
化
の
厳
し
い
現
実

に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
現
実
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
、
逃
避
す
る
こ
と
な
く
子
供
や

孫
の
夢
あ
る
未
来
を
拓
き
、
未
来
を
創
り

上
げ
る
た
め
に
立
ち
上
が
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

　「
輝
く
ま
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
上
ノ
国

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
ま
ち
、
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
、
協
働
で
未
来
を
築
く
ま
ち
」

　
と
い
う
、夢
の
未
来
づ
く
り
、町
づ
く
り

に
向
か
っ
て
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
三
期
十
二
年
間
、
私
に
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
温
か
い
ご
協
力
と
力

強
い
ご
支
援
を
引
き
続
き
四
期
目
も
賜
り

ま
す
よ
う
、
改
め
て
町
民
全
て
の
皆
様
、

上
ノ
国
町
議
会
議
員
皆
様
に
心
よ
り
お
願

い
を
申
し
上
げ
、
町
政
執
行
方
針
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

自
ら
学
び
地
域
と
と
も
に

人
を
育
む
教
育
文
化
の
ま
ち

む
す
び

語
ら
い
と
ふ
れ
あ
い
が
実
感

で
き
る
参
画
協
働
の
ま
ち

6２０１４年７月号



　
６
月
１５
日
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
が

色
鮮
や
か
に
咲
く
な
か
、
毎
年
恒
例

の
夷
王
山
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
前
日
の
宵
宮
祭
は
あ
い
に
く
の
悪

天
候
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
当

日
は
曇
り
空
な
が
ら
午
後
か
ら
天
候

も
回
復
し
、
恒
例
の
ば
ん
馬
競
争
や

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
山
川
豊
さ
ん
に
よ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
、
凧
あ
げ
大
会
、
海

上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
の
演
奏
会
な

ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
特
に
演

奏
会
や
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
ア
ン
コ
ー

ル
な
ど
で
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
付
近
に

は
地
元
の
飲
食
店
な
ど
の
出
店
も
並

び
、
来
場
者
は
多
彩
な
催
し
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
６
月
３
日
か
ら
９
日
に
か
け
、
町

内
の
各
小
学
校
に
て
人
権
の
花
運
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
法
務
局
が
人
権
意
識
啓

発
の
一
環
と
し
て
、
児
童
が
協
力
し

合
っ
て
花
を
育
て
る
こ
と
を
通
じ
、

「
い
の
ち
の
大
切
さ
」
や
「
相
手
へ

の
思
い
や
り
」
を
育
み
、
情
操
を
よ

り
豊
か
に
す
る
た
め
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
町
内
５
つ
の
小
学
校
で
行
わ
れ
た

こ
の
活
動
で
は
、
児
童
の
手
に
よ
っ

て
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
花
が
約

６
０
０
本
植
え
ら
れ
、
１６
日
に
は
人

権
の
樹
と
し
て
、
早
川
小
学
校
に
桜

の
木
も
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
か
ら
は
、
元
気
に
咲
き
続
け

て
欲
し
い
か
ら
大
切
に
育
て
ま
す
と

の
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
。

花
を
育
て
る

　
　
　

心
を
育
て
る

　
６
月
１０
日
、
ひ
や
ま
地
域
ニ
シ
ン

復
興
対
策
協
議
会(

工
藤
昇
会
長)

が
主
催
す
る
ニ
シ
ン
の
稚
魚
放
流
式

が
行
わ
れ
、
地
元
の
漁
業
者
や
上
ノ

国
保
育
所
の
園
児
な
ど
が
、
約
３
万

尾
の
稚
魚
を
海
へ
放
流
し
ま
し
た
。

　
放
流
が
行
わ
れ
た
上
ノ
国
漁
港
付

近
は
、
旧
笹
浪
家
住
宅
に
代
表
さ
れ

る
網
元
の
家
屋
が
文
化
財
と
し
て
残

る
な
ど
、
か
つ
て
ニ
シ
ン
漁
で
賑
わ

い
を
見
せ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　
長
ら
く
途
絶
え
て
い
た
上
ノ
国
と

ニ
シ
ン
の
関
わ
り
で
し
た
が
、
数
は

少
な
い
も
の
の
、
今
で
は
前
浜
で
ニ

シ
ン
が
漁
獲
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
卵

か
ら
育
て
た
稚
魚
が
放
流
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
集
ま
っ
た
方
々
は
こ

れ
か
ら
の
ニ
シ
ン
復
活
に
向
け
て
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

帰
っ
て
く
る

　
　
　

そ
の
日
ま
で

賑
わ
う
夷
王
山
ま
つ
り

　
６
月
５
日
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

（
品
田
俊
子
会
長
）
に
よ
る
大
安
在

地
区
海
岸
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
リ
ー

ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
安
在
地
区
の
浜
辺
は
人
家
が
少

な
く
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
漁
具
や

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
海
外
の
容
器
な

ど
が
漂
着
す
る
た
め
、
清
掃
に
は
大

変
な
労
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

で
は
、
年
１
回
、
同
地
区
の
清
掃
活

動
を
、
町
内
全
地
区
の
会
員
が
一
丸

と
な
っ
て
行
い
、
清
掃
後
は
綺
麗
な

海
岸
線
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

助
け
合
い
で

　
　
　

綺
麗
な
町
を
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６
月
４
日
、
滝
沢
小
学
校
で

児
童
の
好
ま
し
い
食
習
慣
と
豊

か
な
心
を
育
て
よ
う
と
食
育
教

育
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
調
理
を
通
じ
て

「
食
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
と
、
学
校
と
町
栄
養
士

が
計
画
し
、
上
ノ
国
町
食
生
活

改
善
協
議
会
の
協
力
を
得
て
実

現
し
た
も
の
で
す
。

　
は
じ
め
に
子
ど
も
た
ち
は
、

自
分
た
ち
の
両
手
を
お
椀
に
見

立
て
料
理
を
盛
る
こ
と
が
で
き

る
量
か
ら
自
分
の
体
に
必
要
な

食
事
量
や
栄
養
価
な
ど
の
バ
ラ

ン
ス
の
目
安
と
し
た
「
手
ば
か

り
法
」
を
栄
養
士
か
ら
学
び
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
各
班
に
わ
か
れ
、

栄
養
士
ら
の
指
導
の
も
と
「
さ

滝
沢
小
学
校
で

　
　
　
食
育
教
室
開
催

レッツ☆クッキング♪

教
育
委
員
会
だ
よ
り

か
な
の
フ
ラ
イ
」「
高
野
豆
腐

の
揚
げ
物
」「
も
や
し
と
ニ
ラ

の
卵
炒
め
」
の
３
点
の
調
理
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
中
に
は
、

家
で
も
お
手
伝
い
を
し
て
い
る

の
か
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
調
理

　
教
育
委
員
会
で
は
、「
放
課

後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
事
業
の
一

環
と
し
て
、
放
課
後
の
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
を
支
援
す
る

「
よ
っ
て
け
ク
ラ
ブ
」

　
今
年
も
始
ま
っ
た
よ

　北海道の中世における一大拠点であった勝山
館跡の散策と周辺の文化施設を見学するほか、
当時の交通手段である船に乗船し「海」から見
える上ノ国の風景を通じて本町の歴史・文化を
再認識しませんか？

☆バスツアーの見どころ！
　 ❶海上から勝山館跡などの上ノ国の風景を
　 　見学！汐吹漁港～上ノ国漁港
　　　　　　　　　（海上荒天の場合は中止）
　 ❷観光ガイドの解説による、上國寺、上ノ
 　　國八幡宮、勝山館跡などの見学！

●開催日時　７月１９日（土）９：００～
●集合場所　総合福祉センタージョイじょぐら前
●募集定員　４０名（定員になり次第募集終了）
●参 加 料　一人６００円（昼食代、保険料）
●募集締切　７月１７日（木）
　　　　　　※定員になり次第募集終了
●申込・お問い合せ
　上ノ国町教育委員会　文化財グループ
　　　　　　　　　 （℡５５－２２３０）

かみのくに
歴史体験バスツアー開催
かみのくに
歴史体験バスツアー開催

す
る
児
童
も
。

　
調
理
終
了
後
は
、
児
童
た
ち

お
楽
し
み
の
バ
イ
キ
ン
グ
形
式

の
給
食
。児
童
た
ち
は
、教
わ
っ

た
ば
か
り
の
「
手
ば
か
り
法
」

で
自
分
の
適
量
を
考
え
な
が
ら

の
盛
り
つ
け
を
実
践
し
ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
料
理
を
い
た
だ

く
と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
「
お

い
し
い
！
」
の
声
が
聞
こ
え
ま

し
た
。

　
こ
の
食
育
教
室
を
通
じ
て
、

み
ん
な
で
作
り
、
食
べ
、
う
れ

し
い
気
持
ち
を
い
っ
ぱ
い
に
ふ

く
ら
ま
せ
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

の
鑑
賞
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
な
ど
を
実

施
し
多
く
の
児
童
が
参
加
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
今
年
入
学
し

た
一
年
生
も
参
加
し
、
ワ
ッ
ク

ス
ボ
ー
ル
づ
く
り
で
は
、
お
そ

る
お
そ
る
ヨ
ー
ヨ
ー
を
ワ
ッ
ク

ス
の
中
に
入
れ
る

姿
が
印
象
的
で
し

た
。

　
内
容
に
つ
い
て

も
吟
味
し
、
子
ど

も
が
楽
し
く
参
加

出
来
る
も
の
を
取

り
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま

す
。

「
よ
っ
て
け
ク
ラ
ブ
」が
今
年
も

始
ま
り
ま
し
た
。
色
々
な
こ
と

を
学
ん
だ
り
、
体
験
や
遊
び
な

ど
が
出
来
る
と
あ
っ
て
、
毎
回

楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
年
度
は
５
月
１４
日
か
ら
開

始
し
、
今
ま
で
に
、
日
本
昔
話

●雇用期間　平成26年７月15日（水）～平成27年３月下旬
●募集人員      　２名　　　 ●賃　金　日額 ７千円
●募集締切　７月９日（水）　 ●試験日　７月10日（木）
　教育委員会事務局に設置してある所定の用紙に必要事項を
記入の上、提出してください。
　なお、労働条件などは、お問い合せください。
●応募・お問い合せ先　
　教育委員会　文化財グループ（℡５５－２２３０）

町史編纂準備作業員を募集します

みんなで一緒にいただきま～す！

たこたこ揚がれ！！と走る子ども

はじめてのスポーツおにごっこ

やさしく、ゆっくり。ワックスボールづくり

8２０１４年７月号



第28回檜山中学校陸上競技大会結果

教育委員会だより

　

６
月
１０
日
、
上
ノ
国
町
小
学
校
陸

上
競
技
大
会
が
上
ノ
国
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
男
子
】

一
年
八
十
㍍
　

１ 

久
末
　
輝
道
（
河
）
　
　
１６
秒
５

２ 

小
林
　
稟
陽
（
上
）
　
　
　
　

３ 

野
坂
　
元
人
（
上
）
　
　
　
　

二
年
八
十
㍍
　

１ 

長
尾
　
尚
悦
（
上
）
　
　
１５
秒
１

２ 

太
田
　
瑠
海
（
上
）

３ 

野
﨑
　
漣
珠
（
上
）

３ 

髙
橋
　
颯
馬
（
上
）

三
年
百
㍍
　

１ 

笠
谷
　
優
星
（
上
）
　
　
１７
秒
７

２ 

草
間
　
　
愁
（
上
）

３ 

宮
城
　
拓
海
（
湯
）

四
年
百
㍍
　

１ 
石
澤
　
大
翔
（
早
）
　
　
１６
秒
４

２ 

杉
野
　
凌
爽
（
上
）

３ 

飛
鳥
　
颯
志
（
上
）

五
年
百
㍍
　

１ 

滝
澤
　
拓
海
（
上
）
　
　
１５
秒
０

２ 

常
田
　
光
輝
（
上
）

２ 

小
林
　
虹
聖
（
早
）

六
年
百
㍍
　

１ 

澤
田
　
卓
斗
（
滝
）
　
　
１４
秒
６

２ 

金
子
　
大
輝
（
上
）

３ 

加
賀
　
滉
弥
（
上
）

五
年
千
㍍
　

１ 

金
子
　
剛
士
（
上
）
３
分
５７
秒
３

２ 

葛
山
　
　
聖
（
上
）

３ 

小
林
　
空
音
（
早
）

六
年
千
㍍
　

１ 

杉
田
　
稜
岳
（
上
）
４
分
６
秒
５

２ 

若
狭
　
唯
斗
（
河
）

３ 

小
林
　
海
音
（
上
）

五
年
ボ
ー
ル
投
げ
　

１ 

金
谷
　
将
悟
（
滝
）
　
　
５２
㍍
８５

２ 

金
子
　
剛
士
（
上
）

３ 

土
谷
　
怜
央
（
早
）

六
年
ボ
ー
ル
投
げ
　

１ 

金
子
　
大
輝
（
上
）
　
　
６０
㍍
５３

２ 

澤
田
　
卓
斗
（
滝
）

３ 

小
間
　
隆
貴
（
上
）

五
・
六
年
共
通
走
り
幅
跳
び

１ 

澤
田
　
卓
斗
（
滝
）
　
　
３
㍍
４８

２ 

若
狭
　
彩
斗
（
河
）

３ 

杉
田
　
稜
岳
（
上
）

【
女
子
】

一
年
八
十
㍍
　

１ 

小
林
さ
く
ら
（
上
）
　
　
１５
秒
５

２ 

中
井
　
　
遥
（
上
）

３ 

蛎
崎
　
桃
圭
（
上
）

二
年
八
十
㍍
　

１ 

半
田
み
り
あ
（
上
）
　
　
１４
秒
５

２ 

大
森
　
桜
久
（
上
）

３ 

相
山
　
心
華
（
上
）

三
年
百
㍍
　

１ 

佐
藤
　
瑞
穂
（
上
）
　
　
１８
秒
４

２ 

横
山
　
美
羽
（
滝
）

３ 

扇
谷
芙
優
奈
（
上
）

四
年
百
㍍
　

１ 

村
上
　
莉
子
（
上
）
　
　
１６
秒
３

２ 

相
山
　
心
琴
（
上
）

３ 

斉
藤
綺
羅
菜
（
上
）

３ 

干
場
　
乙
波
（
上
）

五
年
百
㍍
　

１ 
扇
谷
美
優
莉
（
上
）
　
　
１５
秒
８

２ 

菊
地
　
薫
子
（
上
）

３ 

疋
田
　
友
碧
（
上
）

六
年
百
㍍
　

１ 

星
野
　
夢
華
（
上
）
　
　
１４
秒
４

２ 

笠
谷
　
未
羽
（
上
）

３ 

大
谷
那
々
葉
（
上
）

五
年
八
百
㍍
　

１ 

刀
祢
あ
い
か
（
上
）
３
分
２８
秒
８

２ 

古
館
　
希
和
（
滝
）

３ 

宮
城
　
真
衣
（
湯
）

六
年
八
百
㍍
　

１ 

笠
谷
　
未
羽
（
上
）
３
分
８
秒
０

２ 

小
田
　
捺
生
（
上
）

３ 

吉
田
　
　
雅
（
河
）

五
年
ボ
ー
ル
投
げ
　

１ 

扇
谷
美
優
莉
（
上
）
　
　
３９
㍍
９１

２ 

長
尾
　
爽
那
（
上
）

３ 

疋
田
　
友
碧
（
上
）

六
年
ボ
ー
ル
投
げ
　

１ 

小
田
　
捺
生
（
上
）
　
　
４２
㍍
６４

２ 

佐
藤
　
怜
奈
（
上
）

３ 

徳
光
　
理
幸
（
滝
）

五
・
六
年
共
通
走
り
幅
跳
び

１ 

星
野
　
夢
華
（
上
）
　
　
３
㍍
３８

２ 

大
谷
　
李
桜
（
上
）

２ 

中
井
　
　
閑
（
上
）

【
団
体
種
目
】

共
通
男
子
四
百
㍍
リ
レ
ー
　

１ 

上
ノ
国
小
Ａ
　
　
　
１
分
６
秒
９

２ 

上
ノ
国
小
Ｂ

３ 

滝
沢
小
学
校

共
通
女
子
四
百
㍍
リ
レ
ー

１ 

上
ノ
国
小
Ａ
　
　
　
１
分
５
秒
６

２ 

上
ノ
国
小
Ｂ

３ 

河
北
小
学
校

混
成
四
百
㍍
リ
レ
ー

１ 

早
川
小
　
　
　
　
　
１
分
１１
秒
７

２ 

滝
沢
小

３ 

滝
沢
小
＆
早
川
小

図書だより
図 書 新 着 ご あ ん な い

時　間：（火 ～ 金）午前９時～午後５時
　　　　（土・日・祝祭日）正　　午～午後５時
休館日：毎週月曜日、年末年始
場　所：上ノ国町民図書室（ジョイ・じょぐら内）

＊私に似た人　　　　　　　　貫　井　徳　郎／著
＊醒めながら見る夢　　　　　辻　　　仁　成／著
＊紫匂う　　　　　　　　　　葉　室　　　麟／著
＊ないたカラス　　　　　　　中　島　　　要／著
＊貘の檻　　　　　　　　　　道　尾　秀　介／著
＊紅けむり　　　　　　　　　山　本　一　力／著
＊ケモノの城　　　　　　　　誉　田　哲　也／著
＊廉　恥　　　　　　　　　　今　野　　　敏／著
＊グレイ　　　　　　　　　　堂　場　瞬　一／著
＊太陽の棘　　　　　　　　　原　田　マ　ハ／著
＊神　秘		  　　　白　石　一　文／著
＊天地雷動　　　　　　　　　伊　東　　　潤／著
＊ライアー　　　　　　　　　大　沢　在　昌／著

７月１６日（水）　午後３時ごろ～
＊新しく入った絵本を中心に読みます。

絵本の読みきかせ

     ４００m　２位　土田　翔斗（２年） 
     ８００m　２位　木村　颯馬（２年） 
   １５００m　１位　薄田　爽汰（３年）
   ３０００m　１位　薄田　爽汰（３年）
4×100mﾘﾚｰ　３位　上ノ国中学校

（土田翔斗（2年）、櫻井翔輝（2年）、小林裕太（2年）、菊地寛太（3年））
走り高跳び　１位　山本　大雅（３年） 
走り高跳び　２位　斉藤　蓮太（３年）
1年１５００m　１位　小田　学人（１年） 

     ２００m　１位　竹内　なな（３年）
   １５００m　１位　今　　朝日（１年） 
１００mハードル　１位　武田優紀香（２年）
4×100mﾘﾚｰ　２位　上ノ国中学校

（武田優紀香（2年）、滝澤なつ美（2年）、田上桃香（2年）、竹内なな（3年））
走り幅跳び　２位　武田優紀香（２年）
四種競技（100mハードル、砲丸投げ、走り高跳び、200m）
　　　　　　１位　滝澤なつ美（２年）

1分00秒8
2分28秒4
4分51秒8

10分29秒9
51秒7

 １㍍53
１㍍41

5分25秒9

31秒3
5分46秒6

18秒5
57秒9

 4㍍54

1663点

●日　時／6月14日（土）
●場　所／江差町運動公園陸上競技場

【
男　
　

子
】

【
女　
　

子
】

よ
り
速
く
、よ
り
遠
く
へ

小
学
校
陸
上
競
技
大
会
成
績
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保健師　疋田　典子です

成
せい

年
ねん

後
こう

見
けん

制
せい

度
ど

について

今 月 は

～大切な権利や財産を守るしくみ～

超高齢社会となります
　日本の平均寿命は、男性７９．９４歳（世界第５位）女性８６．４１歳（世界第１位）と世界でトッ

プクラスとなっています。

　全国の高齢化率は２３．３％ですが、上ノ国町は３６．７５％で特に後期高齢者数（７５歳以上）

がこれからも増加すると予想されています。

　その中で一人暮らしの高齢者は、全世帯数（２,６６５世帯）の２２.９％となっています。

　認知症によりお金の管理や支払いができなくなり生活が困難になったり、一人暮らしや認知症の

高齢者が狙われやすい悪徳商法やサギ事件が後を絶たない状況にあります。

  ①成年後見制度とは？
　認知症や精神障がいなどによって判断能力の不充分な方は、預貯金などの管理や身のまわりの世

話のための介護サービス、施設への入所に関する契約を自分で行うことが難しい場合があります。

　また、自分に不利益な契約でも判断できずに契約をしてしまい、被害にあうおそれもあります。

　このような方を保護し支援する制度です。

　制度は大きく分けると２つあります。

 

  ②どんな役割ですか？
　本人の生活に目を配りながら医療・介護の手配、預金・不動産の管理、納税等の手続きを代理します。

　後見人については、親族や弁護士のほか最近では身近な方（町民）が支え手として「市民後見人」

が注目されています。

★成年後見制度についてお話を聞いてみませんか？
　檜山南部４町（江差町・上ノ国町・厚沢部町・乙部町）では、地域の身近な支え手として、町民

が後見業務を担う「市民後見人」の養成講座を１０月に開催する予定です。

　このたび「市民後見人」の養成講座に先立ち、「成年後見制度」について学ぶための講演会を下

記のとおり開催致します。

　後見人の活動にご興味のある方、後見制度に関心のある方など、この機会に是非ご参加ください。

　　　■日　時　８月２０日（水）午後６時から
　　　■会　場　檜山振興局講堂

　　　■講　師　東京大学政策ビジョン研究センター

　申し込み、お問い合わせは　保健福祉課まで　電話５５－４４６０

●任意後見制度
「元気なうちに、もしもに備えて親類に
財産管理をお願いしたい」など将来に備
えて判断能力のあるうちに支援して欲し
いことを決めて契約しておく制度です。

●法定後見人制度
判断能力が不充分で、契約などの法律行
為が行えない場合に本人の権利を守る制
度です。本人の能力によって３つの型が
あります。

10２０１４年７月号



◆減額認定証◆保 険 証

現在使用している保険証の   有効期限 ７月３１日   までです。

８月１日から
保 険 証が新しくなります。

後期高齢者医療制度
７５歳以上

（障がいのある方は６５歳から）

７月中旬までに新しい 保険証と減額認定証 を自宅に郵送します。

有効期限（平成26年7月31日）の過ぎた保険証と減額認定証は使用できません。
細かく裁断するなど個人情報の取扱いに注意し、廃棄してください。

古い保険証は
使用できません !!

減 額 認 定 証 が必要な方
　現在、減額認定証をご利用の方で、交付要件に該当する方には新しいものを送付します。
　新たに減額認定証が必要な方は、次の交付要件に該当することをご確認のうえ、住民課戸籍保険グ
ループへ申請して下さい。

区分１～ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに該当する方
　・世帯全員の所得が０円の方　(公的年金収入のみの場合、受給額が８０万円以下の方)
　・老齢福祉年金を受給されている方　

区分２～ 世帯全員が住民税非課税である方

医 療 費 通 知 が必要な方
　被保険者の皆さまに健康や医療に対する理解を深めていただくために医療費を半年毎にまとめ、
発行希望者へ医療費通知を送付しています。
　既に発行を希望されている方には、今後も継続して発行します。
　なお、次回の発行は９月に行います。（平成２６年１月～６月の医療費を対象）
●新たに医療費通知の発行をご希望の方はご連絡ください。
※この医療費通知を確定申告などの「医療費控除」の領収書代わりとすることはできません。

お問い合わせ：北海道後期高齢者医療広域連合（℡０１１－２９０－５６０１）
または住民課戸籍保険グループまで

◆保険証
「ピンク色」から
「黄緑色」
 に変わります

◆減額認定証
「水色」から
「黄色」
 に変わります

８月１日から旧 有効期限は１年間
（平成26年8月１日～平成２７年７月31日）

新

（交付申請をしている方のみ）
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お知らせ

　
私
が
江
差
に
赴
任
し
て
か
ら
１
年
半
が

経
過
し
ま
し
た
。

　
江
差
で
の
任
期
は
３
年
で
す
の
で
、
折

り
返
し
地
点
で
す
。

　
改
め
て
、
残
り
の
任
期
を
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
金
を
貸
し
た
け
ど
返
っ
て
こ
な
い
と

い
う
相
談
で
は
、
借
用
書
や
契
約
書
を
作

成
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
往
々
に
し

て
あ
り
ま
す
。

　
少
し
の
お
金
だ
か
ら
返
っ
て
く
る
だ
ろ

う
、
そ
も
そ
も
借
主
を
信
用
し
て
い
る
、

い
ち
い
ち
借
用
書
を
書
か
せ
る
の
で
は
関

係
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
し
ま
う
…
。

　
お
金
を
貸
す
際
に
、そ
ん
な
考
え
か
ら
、

た
だ
お
金
だ
け
渡
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
何
事
も
な
く
お
金
を
返
し
て
く
れ
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
お
金
を
返
し
て
く
れ
な

い
場
合
、
借
用
書
等
が
な
け
れ
ば
、
貸
主

と
し
て
は
借
主
に
追
及
す
る
態
度
も
弱
く

な
る
し
、各
種
裁
判
手
続
を
使
お
う
に
も
、

証
拠
が
な
い
か
ら
と
勝
ち
目
が
薄
く
な
り

ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
も
し
お
金
の
貸
し
借
り
を

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
借
用
書
等
の
作
成
は

必
須
だ
と
思
い
ま
す
。

　
借
用
書
等
も
作
成
せ
ず
に
お
金
を
貸
す

の
で
あ
れ
ば
、
最
初
か
ら
お
金
を
あ
げ
る

つ
も
り
で
い
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
は
お
金
の
貸
し
借
り
に
限
っ
た
話

で
は
な
く
、
後
日
紛
争
が
発
生
し
か
ね
な

い
約
束
事
を
す
る
際
に
は
、
何
か
し
ら
書

面
を
作
っ
て
お
い
た
方
が
良
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
い
ち
い
ち
書
面
を
作
成
す
る
な
ん
て
お

互
い
を
信
用
し
て
い
な
い
み
た
い
で
嫌
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
む
し
ろ
、
お

金
が
関
わ
る
よ
う
な
重
大
な
事
柄
に
つ
い

て
書
面
を
作
成
し
よ
う
と
し
な
い
人
は
、

取
引
や
約
束
の
相
手
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く

な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
発
想
の
転
換
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
借
用
書
や
契
約
書
等
作
成
に
つ
い
て
の

ご
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

法
律
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０

－

３
３
８
３

－

５
５
６
３
ま
で
！

（
法
テ
ラ
ス
江
差
　
弁
護
士
　
板
垣
義
一
） （第52号）

～
紛
争
に
な
る
前
に
～

7月の外来診察日程

循環器内科
午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日と金曜日

消化器内科
午前　月曜日から金曜日
午後　火曜日と水曜日

呼吸器内科
午前　金曜日
午後　木曜日

外 科 午前　月曜日から金曜日

整 形 外 科 午前　月曜日から金曜日

小 児 科 午前　月曜日から金曜日

泌 尿 器 科
午前　月曜日から金曜日
午後　水曜日

精 神 科
午前　月曜日から金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月曜日から金曜日

耳鼻咽喉科
午前　１日・２日・１０日・１５日・１６日
　　　２３日・２４日・２９日・３０日
午後　９日・２３日

眼 科
午前　木曜日
午後　２日・１６日・２３日

皮 膚 科 午前　火曜日

神 経 内 科 　　　１１日・２５日

受付 午前8時から11時30分（初診の方は、９時から）
時間 午後1時から2時30分

※診療日は、予定であり変更になる場合もあります。
　事前に病院に確認の上、受診してください。

☆看護師通年募集のお知らせ：現場復帰される方、新人
の方も個別にしっかりサポートします。通年募集して
おりますので気軽にご連絡ください。

　（臨時採用は面接のみ）　52-0036（内線202）渡
わた

邊
なべ

診
療
科
に
よ
っ
て
、曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。御
確
認
く
だ
さ
い
。

新任医師紹介（外科） 

　１３年間の美幌町立国保病院勤務か

ら、こちらに赴任して来ました。日

本海側なので風が強いとは思って来

ましたが、引っ越し日にいきなり想

定外の強風に煽られ認識を新たにし

た次第です。診療は消化器が主体で

他に乳腺・甲状腺、更に外傷や褥瘡も当科の範疇となりそ

うです。札幌医大１９８８年卒ですが、気持ちだけは若くあ

りたいと考えています。趣味は音楽で聞く ･ 歌う ･ 作る ･

奏でる等々やりながら、美幌では 2 ヶ月毎にステージに

立っていました。昔からポール ･ マッカートニーと松本孝

弘の追っかけや楽器収集を続けて来ましたが、最近、大場

久美子の応援も増えました。これからは檜山の地域医療に

貢献することと、江差町民としてお祭りを楽しむこととを

目標に頑張って行きたいと思います。

中野  昌志 医師

12２０１４年７月号



お知らせ

～農業者年金のお知らせ～
　老後生活の為には、国民年金だけでは十分と言えず、老後の生活費は自分で準備する必要があります。サラリー
マンは国民年金（基礎年金）の上乗せ年金として、厚生年金や共済年金を受け取っています。農業者の皆様も、メ
リットがたくさんある農業者年金に加入して安心で豊かな老後に備えましょう。
＜農業者年金の特徴＞
●農業に従事されている方は誰でも加入できます。
　６０歳未満の国民年金第1号被保険者であって、年間６０日以上農業に従事している方は誰でも加入できます。
配偶者や後継者など家族農業従事者も加入できます。
●保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます。
　自分が必要とする年金額の目標に向けて、保険料を自由に決められ（月額２万～６万７千円の間で千円単位）、
経営の状況や老後設計に応じていつでも見直せます。
●税制面で大きな優遇措置があります
　支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税が節税となります。

（支払った保険料の１５～３０％が節税）。
　将来受け取る農業者年金には公的年金等の控除が適用されます。
（65歳以上の方は公的年金等の合計額が１２０万円までの場合は、全額非課税です）。
●終身年金で８０歳までの保証付きです
●認定農業者など一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります
詳しくは最寄りのＪＡか農業委員会または農業者年金基金（℡03－3502－3199）にお問合せ下さい。

農業委員会だより お問い合わせ　上ノ国町農業委員会
℡５５－２３１１（内線２４２・２４３）

提
供
条
件

伐採木の提供について
　町有林の間伐材（低質材）と町道の支障木を伐採した材を有効利用するため、希望者に対し無償で提
供いたします。希望される方は、農林課農業林業グループに申込書がありますので、役場に来庁の上、
お申し込みください。

　　　　１．伐採木を薪にするなど、  明確な利用目的がある
　　　　２．伐採木を自己の管理により責任をもって運搬ができる
　　　　３．道路沿いに生えていた支障木であり、樹種や太さが異なっていることを了解できる
　　　　４．引き取った伐採木は、他人へ売却するなどの営利目的で使用しない
　　　　５．１人軽トラック１台分のみで先着順であることを了解できる（勝山地区道路支障木）
　　　　６．１人軽トラック５台分のみで先着順であることを了解できる（神明地区間伐材）
　　　　７．軽トラックへの積載重量を守ることができる。
　　　　８．引き渡し日は７月１６日～１７日であることを了解できる

★申し込み期限　７月７日　午前１０時～７月８日　午後３時
★お申し込み・お問い合せ　農林課農業林業グループ

※数量に限りがあるため、無くなり次第終了します。（勝山地区１５人、神明地区２０人で締め切ります）
　神明地区の間伐材については、長さが２ｍ５０㎝ありますので、軽トラックの荷台に収まるよう各自
現地で伐採する必要があります。
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お知らせ

＊予定価格の公表は、一般競争入札または指名競争入札に付するもので、予定価格が１３０万円を超える建設
工事および建設工事に伴う調査・測量・設計委託が対象となっています。

＊金額は全て消費税および地方消費税相当額を含んだ額です。なお、予定価格を公表しない指名競争入札は
落札率を記載しておりません。(落札率 小数点第１位未満四捨五入）

入札結果のお知らせ（6月10日まで）

入札日 工事名・業務名 予定価格 落札業者名 落札金額 落札率

5/20

1 町道舗装補修工事 　　4,838,400円 京 谷 建 設 工 業㈱ 　4,449,600円 92.0%

2 町道路肩草刈その１委託業務 　　4,957,200円 ㈱ 秋　　 田　　 土　　 木 　4,719,600円 95.2%

3 町道路肩草刈その２委託業務 　　4,752,000円 ㈱草 間 建 設 工 業 　4,611,600円 97.0%

4 堤防草刈委託業務 　　　669,600円 ㈲ 叶 建 設 工 業 　　626,400円 93.5%

5 上水道検満量水器取替受託工事 　　8,046,000円 ㈲ 光 　 土 　 建 　7,614,000円 94.6%

6 上水道検満量水器購入業務 － ㈱ 太 　 　 　 洋 12,402,720円 －

7 簡易水道検満量水器取替工事 　　2,134,080円 ㈱ 道 　 　 　 栄 　2,052,000円 96.2%

5/27
1 上水道検満量水器取替その１工事 　　5,551,200円 ㈱草 間 建 設 工 業 　5,335,200円 96.1%

2 上水道検満量水器取替その２工事 　　5,767,200円 京 谷 建 設 工 業㈱ 　5,536,080円 96.0%

6/3

1 上ノ国小学校大規模改造工事 327,564,000円 若狭・小林　特定建設工事共同企業体 291,384,000円　 89.0%

2 粗大ゴミ収集運搬委託業務 　　　523,800円 京 谷 建 設 工 業㈱ 　　504,360円 96.3%

3 用地測量調査委託業務（史跡洲崎館跡
地籍測量調査） 　　3,726,000円 ㈲上林測量設計事務所 　3,477,600円 93.3%

4
土地評価鑑定委託業務（史跡洲崎館跡
土地及び立木評価鑑定） 　　5,778,000円 ㈱ズコーシャ　函館支店 　5,400,000円 93.5%

6/10 1 町道扇石木ノ子線災害防除工事 　27,561,600円 ㈱ 大　　 同　　 建　　 設 23,112,000円 83.9%

　全国統一の排水設備工事責任技術者試験が次のと
おり行われます。
　この資格を有している技術者がいなければ町指定
の排水設備指定工事店として登録ができません。
　なお、既に登録している方は、受験の必要はあり
ません。
◆日時・場所　１０月２１日　午後１時３０分～
　　　　　　　サン・リフレ函館
◆受　験　料　５０００円
◆受 付 期 間　８月２５日～９月３日
　　　　　　　※土日・祝日は除く
◆そ　の　他　試験用問題集・テキストが発売され
ています。（任意購入）必要な方は下記まで直接お問
い合わせ下さい。
《ご注文先》
　公益社団法人　日本下水道協会総務課図書係

　℡０３－６２０６－０２５１
※試験前講習会はありません。
◆お問い合わせ先　施設課上下水道グループ

　平成２６年度北海道排水設備
　工事責任技術者試験のお知らせ

14２０１４年７月号



お知らせ

募集種目 資　格 受付期間 試験期日
防衛医科
大 学 校
学　　生

医 学 科

高　卒
（見込含）
２１歳未満

９月 ５ ～ ３０日 １１月 １ ～ ２日

看護学科 ９月 ５ ～ ３０日 １０月　    １８日

防衛大学校

学　　生

推　　薦 ９月 ５ ～ 　９日  ９月２７～２８日

総合選抜 ９月 ５ ～ 　９日  ９月　    ２７日

一般（前期） ９月 ５ ～ ３０日 １１月 ８ ～ ９日

一般（後期） １月２２ ～ ３０日  ２月　    ２８日

航 空 学 生 ８月１日～９月９日  ９月　    ２３日

一般曹候補生

１８歳以上
２７歳未満

８月１日～９月９日  ９月１９～２０日

自 衛 官

候 補 生

男　子 年間を通じて
行っております。

 ９月１３～１６日
　   ２１～２２日

女　子 ８月１日～９月９日  ９月２７～２８日

※詳細につきましては、下記までお問い合わせください。
　お問い合わせ先：役場総務課庶務防災グループまたは　
　自衛隊江差地域事務所（℡５２－２４７６）

平成26年度 自衛官募集案内
自衛隊では下表により、各種学生・自衛官の採用試験を
予定しております。

　国や公共団体などが行っている仕事やその手続き、サー
ビスについて困っていること、納得できないこと、こうし
てほしいなど、住民の皆さんから苦情や意見・要望などを
お聞きするため、特設行政相談所を開設い
たしますので、お気軽においでください。

●日程　７月２４日（木）
●時間　午後１時～３時
●場所　役場２階研修室
●主催　行政相談委員　明上廣男

相談は無料で秘密は守られますので、どうぞお気軽においでください。

国民健康保険税の賦課限度額が
変わりました

国民健康保険税
賦 課 限 度 額

※後期高齢者支援分と介護給付金分の賦課限度額が、
　それぞれ２万円上がりました。

国民健康保険税の軽減対象世帯が拡大されました

５
割
軽
減
世
帯

基礎控除33万円+
24万5000円×世帯
主を含まない被保険
者数

を除いた所得合計額
が33万円以下の世帯

基礎控除33万円+
24万5000円×世帯
主を“含む”被保険
者数

を除いた所得合計額
が33万円以下の世帯

２
割
軽
減
世
帯

基礎控除33万円+
35万円×被保険者数

を除いた所得合計額
が33万円以下の世帯

基礎控除33万円+
“45万円”×被保険
者数

を除いた所得合計額
が33万円以下の世帯

変更前（平成25年）➡

お問い合わせ：財政課税務グループ

変更後（平成26年）

平成25年度

77万円
平成26年度

81万円
➡

特設行政相談所の開設

【
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
】
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■
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本
町
で
は
今
年
の
４
月
２５
日

を
持
っ
て
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
連
続
２
０
０
０
日
を
達
成
し
、

こ
れ
ま
で
積
極
的
な
交
通
安
全

運
動
を
重
ね
て
き
た
各
地
区
の

交
通
安
全
協
会
や
本
町
の
交
通

安
全
推
進
委
員
会
が
北
海
道
と

江
差
警
察
署
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
こ
の
記
録
が
１
日
で

も
長
く
続
く
よ
う
、
一
人
ひ
と

り
が
安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

➡

➡
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まちの人口と世帯数

前月比

人　口 ５，５０２ 人 －１９

男 ２，５７８ 人 －　４

女 ２，９２４ 人 －１５

世帯数 ２，６５３世帯 －　３

掲載の了承をいただいた方のみご紹介
しています。

７/６　道立江差病院
☎５５－００３６

７/１３ 乙部町国保病院（日中）
☎６２－２３３１

　　　 上ノ国診療所（夜間）
☎５５－２０１７

７/２０ 厚沢部町国保病院（日中）
☎６４－３０３６

　　　 江差町・半澤医院（夜間）
☎５２－１１８１

７/２１ 道立江差病院
☎５５－００３６

７/２７ 江差町・佐々木病院
☎５２－１０７０

８/３　上ノ国診療所
☎５５－２０１７

病院の都合により変更になることがあります
ので、新聞や消防署などで確認してください。

よろこび・かなしみ
（６月２２日届出分まで）※敬称略

おくやみもうしあげます
宮　越　 野呂　好子　８３歳  ６/１９

中須田　 金子喜巳藏　８７歳  ５/２２

大　留　 星野　金一　７８歳  ６/５

大　留　 佐藤フサヱ　８４歳  ６/２１

木ノ子　 柳原　テル　８５歳  ６/１４

木ノ子　 京谷キミヱ　８６歳  ５/２４

汐　吹　 竹内　清子　８４歳  ６/２

石　崎　 土谷　俊一　７５歳  ５/２０

　　　　

（平成26年５月末日現在）

おたんじょうおめでとう

大　留　荒谷　奏心（かなで）
　　　　 ◯父 裕介　◯母 里美

中須田　山下　陽葵（はるき）
　　　　 ◯父 満彦　◯母 裕美

下水道加入率（６月２０日現在）

　加入戸数　７４１戸（前月比±０）
　 加 入 率　５１．６％
供用区域～桂岡・中須田・新村・大留・上ノ国・勝山
　　　　　北村・内郷　　　※一部区域を除く

特定環境公共下水道事業

　加入戸数　１４０戸（前月比＋１）
　 加 入 率　４０．１％
供用区域～小安在・木ノ子・扇石・汐吹

　　　※一部区域を除く

漁業集落排水事業

大　留　石山　　麗（れい）
　　　　 ◯父 雄大　◯母 麻実

元
気
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す
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元
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留
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日曜・祝日の当番医日曜・祝日の当番医
　

悠は
る

真ま
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す
！

　上ノ国観光ガイド協会では、歴史や文化などを中心に、観光客へ
「上ノ国のまち」を案内するガイド要員を募集しています！！
　どなたでも、ガイドをできるよう養成いたしますので、興味のあ
る方はお気軽にご応募・お問い合わせください。

●応募先およびお問い合わせ先：水産商工課商工観光グループ
　　　　　　　　　　　　　　　℡５５－２３１１（内線 254）

上ノ国観光ガイド協会からのお知らせ

16２０１４年７月号


